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平成 26 年度、中部地方整備局名古屋港湾事務所が、名古屋港を船などでご案内した見

学者が、1,840 名となりました。 

過去の推移をみると、平成 24 年度は 789 名、平成 25 年度は 1,040 名となっており、平

成 26 年度は昨年度を大きく上回り 1,840 名と年々増加しています。平成 26 年度に目標と

していた 1,500 名を大きく上回る結果となりました。 

 

名古屋港湾事務所では、港の果たす役割や、港湾整備の必要性をより多くの人々に理解

してもらうため、昨年 6 月には平成 27 年度の年間見学者数 2,000 名を目標とする「名古

屋港 visit 2000 プロジェクト」を立ち上げました。 

また、より質の高い港案内となるよう、職員だけではなく、港に関わる仕事の経験者で

あり港を良く知る方々を昨年 6 月より「名古屋みなとサポート 2014」として協力頂き、

港見学会を実施してきました。 

平成 27 年度もより多くの方に名古屋港を知っていただくために年間見学者数 2,000 名

を目指します。 

 

名古屋港見学の所要時間は約 2 時間で、10 名以下であれば、業務艇「翔龍」により港

内を見学できます。 

また他にも、名古屋港湾空港技術調査事務所に併設する伊勢湾水理環境実験センターで

の津波実験を見学するコースもあります。 

学校の社会見学や企業の新人研修などにもご活用ください。 

 

見学について、詳しくはホームページをご覧ください。 

（http://www.cbr.mlit.go.jp/local_info/sougou/contents/shisetsu/construction/） 

 

１．「名古屋港の見学者の推移」（参考１参照） 

２．旬な現場 

中部地方整備局では、河川・道路・港湾など普段はなかなか見ることができない工事 

現場を“旬な現場”として 2 年前から公開しています。 

 名古屋港湾事務所では、高潮防波堤の嵩上げ・補強状況のご案内をしています。 

「南海トラフ巨大地震の発生に備え」（参考２参照）  

３．「見学の様子」（参考３参照） 

 

＜平成 26 年度 「visit 2000 プロジェクト」 報告＞ 

名古屋港の見学がブームになっています。 

～ 1,840 名の方に名古屋港の現状を見ていただきました ～ 

http://www.cbr.mlit.go.jp/local_info/sougou/contents/shisetsu/construction/


 

 

 

 

  

●配布先  中部地方整備局記者クラブ、専門紙記者会、名古屋港記者クラブ、港湾新聞、港

湾空港タイムズ、日本海事新聞、海事プレス 

 

●問合せ先 

国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾事務所 企画調整課 板生 

Tel ０５２－６５１－６７６３ Fax ０５２－６５２－０３０３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考１】 



【参考２】 



 

 

【参考３】 

見学の様子 

 

平成 26 年 5 月 20 日 港内見学の様子 

 

 

平成 26 年 7 月 11 日 港内見学の様子 

 

 

平成 26 年 10 月 7 日 港内見学の様子 

 

 

 

 

 

平成 26 年 10 月 22 日 港内見学の様子 

 

 

平成 26 年 12 月 10 日 港内見学の様子 

 

 

 

平成 27 年 1 月 20 日 港内見学の様子 
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